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54年 

A1 97 号 

町 の 人 口 

人 口 9,442 人 （減32) 

男 4,519 人 （減18) 

女 4,923 人 （減14) 

世帯数 2,987世帯（増7) 

出生 5人 転入 57人 

死亡 10人 転出 84人 

(54年4月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【
写
真
右
は
選
手
宣
誓
を
す
る
第
 12 

支
所
立
花
啓
治
さ
ん
】
 

【
写
真
左
は
老
人
玉
入
れ
】
 

【
写
真
下
は
ヒ
ー
ロ
ー
 60 

m
競
争
】
 

（赤池町総合グラウンド競技場より・ 5月13日） 

ふるさとの祭典‘‘明るい家庭とまちづくり，, 

 第18回町民体育祭 

5月13日（日）、母の日にふるさとの祭典、第18回町民体育祭（体協・町教委主催）が新設 

の総合グラウンド競技場で盛大に行われました。今年は朝よりあいにく小下耐刻兼の中の祭 

典でしたが、昨年同様、町内各地区より約3, 000人が競技場をうずめ、各種競技に応援も 

盛んで、家族そろっての体育祭とあって親子の歓声か最後まで競技場いっぱいに響きわた 

りました。来年も今年の楽しかった想い出を胸に、さらにより楽しいスポーツの祭典にし 

たいものです。町民の皆さん、大変お疲れさまでした。 

、 



(3） 第197り 昭和54年6月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第197号 昭和54年6月1H け し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

③ つねに「こころ」 

が豊かである。 

④ 自分の仕事を意 

欲をもって続けら 

れる。 

⑤ 異常のないこと 

が医学的にうらづ 

けられる。 

① 毎日を明る＜楽 

し＜暮すことがで 

きる。 5 月 臨時町議会 

議
長
に
早
麻
豊
氏
（
 64
 

歳） 

副
議
長
は
立
花
杉
夫
氏
（
 63
 

歳
）
に
決
ま
る
 

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
 

後
、
初
め
て
の
臨
時
町
議
 

会
が
五
月
十
五
日
（
火
）
開
 

か
れ
、
そ
の
中
で
「
赤
池
 

町
議
会
議
長
選
挙
」
な
ど
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
 

議
 
長
 
早
麻
 
豊
氏
（
大
字
赤
池
）
 

副
議
長
 
立
花
杉
夫
氏
（
大
字
市
場
）
 

▼
常
任
委
員
会
の
貫
が
決
ま
り
ま
し
 

た
 

（
⑥
委
員
長
 
〇
副
委
貝
長
）
 

〈
総
務
委
員
会
〉
廿
六
人
 

⑥
池
田
 
勝
氏
、
〇
小
松
 
保
氏
、
 

池
田
利
文
氏
、
立
花
杉
夫
氏
、
小
松
 

篤
生
氏
、
日
高
 
進
氏
 

〈
厚
生
委
員
会
》
廿
六
人
 

⑥
山
下
次
男
氏
、
〇
武
末
義
信
氏
、
 

（
敬
称
略
、
ア
イ
ウ
ェ
ォ
順
）
 

年
齢
、
住
所
、
職
業
、
党
派
、
 

〇
の
中
の
数
子
は
当
選
回
数
 

1 

●

武

末

 
義
信
 
44 

、
、
 
大
字
上
野
五
七
五
番
地
 

農
 

業
 

無

所

属

②

 

清
原
義
則
氏
、
平
元
光
年
氏
、
早
麻
 

豊
氏
、
木
村
信
行
氏
 

〈
産
業
建
設
委
員
会
〉
廿
六
人
 

⑥
浦
田
 
勇
氏
、
〇
水
永
康
雄
氏
、
 

小
松
政
清
氏
、
井
上
牛
之
助
氏
、
小
 

松
千
太
郎
氏
、
池
田
 
頼
氏
 

▼
田
川
市
、
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

池
田
 

勝
氏
、
立
花
杉
夫
氏
、
 

武
末
義
信
氏
 

▼
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
の
 

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

早
麻
 
豊
氏
 

▼
田
川
市
外
七
ケ
町
村
伝
染
病
院
組
合
 

議
会
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

浦
田
 

勇
氏
 

▼
下
田
川
衛
生
組
合
議
会
の
議
員
が
決
 

ま
り
ま
し
た
 

早
麻
 

豊
 
64 

大
字
赤
池
二
四
八
番
地
の
三
 

配
送
請
負
業
 

無

所

属

⑤

 

日
高
 

進
 
43 

大
字
市
場
一
三
〇
五
番
地
 

農
 

業
 

無

所

属

①

 

立
花
杉
夫
氏
 

▼
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
の
議
員
が
 

決
ま
り
ま
し
た
 

小
松
千
太
郎
氏
 

※
一
般
議
案
n
五
件
 

▼
専
決
処
分
の
承
認
 

赤
池
町
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
。
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

54 

年
度
緊
就
事
業
「
市
場
公
営
住
宅
 

敷
地
造
成
工
事
」
、
 
54 

主
毒
図
特
開
事
 

業
「
赤
池
総
合
グ
ラ
ン
ド
拡
張
工
事
 

第
一
工
区
・
第
一
一
工
区
」
、
 
54 

年
度
 

開
就
事
業
「
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
造
成
 

工
事
第
ー
工
区
・
第
ニ
工
区
」
 

い
ず
れ
も
エ
事
請
負
金
額
が
三
千
万
 

円
を
超
え
る
た
め
議
会
の
承
認
を
得
 

平
元
 

光
年
 
52 

大
字
上
野
呈
ハ
ー
春
地
の
六
 

‘
紗
磐
 

一
 

水
水
 
康
雄
 
41 

大
字
市
場
八
八
二
番
地
の
一
 

農
 

業
 

無

所

属

②

 

ま
し
た
。
 

▼
土
地
改
良
事
業
（
平
の
池
地
区
）
の
 

承
認
 

現
在
、
平
の
池
は
老
朽
化
に
よ
り
堤
 

体
か
ら
の
漏
水
が
著
し
い
の
で
、
改
 

良
事
業
を
施
行
し
、
下
流
民
家
の
危
 

険
防
止
と
用
水
確
保
を
行
い
、
地
域
 

農
家
経
済
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
す
 

る
も
の
で
、
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
 

た。 

▼
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
任
 

五
十
四
年
四
月
二
十
九
日
を
以
っ
て
 

議
会
議
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
 

た
め
、
新
し
く
選
任
す
る
も
の
で
議
 

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

議
会
議
員
 
清
原
義
則
氏
 

▼
赤
池
町
消
防
否
員
会
委
員
の
選
任
 

五
十
四
年
四
月
二
十
九
日
を
以
っ
て
 

議
会
議
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
 

た
め
、
新
し
く
選
任
す
る
も
の
で
議
 

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

議
会
議
員
 
小
松
 
保
氏
 

議
会
議
員
 
木
村
信
行
氏
 

議
会
議
員
 
水
永
康
雄
氏
 

井
上
牛
之
助
 
76 

大
字
赤
池
二
四
九
番
地
の
 

会
社
役
員
 

無

所

属

⑧

 

浦
田
 

勇
 
57 

大
字
上
野
一
二
二
番
地
 

自

営

業

 

無

所

属

③

 

) 

り誌α 

国
民
健
康
保
険
②
9
r
一 

健
康
は
自
分
で
 

つ
く
る
も
の
 

健
康
は
、
あ
く
ま
で
わ
た
し
た
ち
自
 

身
が
つ
く
る
も
の
で
す
。
同
じ
場
所
で
 

同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
 

独
自
の
 
「
か
ら
だ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
を
 

魯
 

② つねに「からだ」 

の調子がよい。 

持
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
 

わ
た
し
た
ち
の
健
康
度
を
容
易
に
チ
ェ
 

ッ
ク
す
る
メ
ヤ
ス
と
し
て
、
五
つ
の
項
 

目
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
 

★
保
険
証
は
 

正
し
く
 

使
い
ま
し
ょ
う
 

●
記
入
事
項
の
確
 

認
を
し
よ
う
。
 

●
勝
手
に
訂
正
し
 

な
い
よ
う
に
。
 

●
顔
バ
ス
は
や
め
 

よ、つ。 

●
か
な
ら
ず
手
元
 

に
お
こ
《つ。 

●
他
地
区
に
転
出
 

す
る
と
き
は
届
 

出
を
。
 

国

保

 の
 
手

続

 

●
こ
ん
な
と
き
は
、
 
14 

日
以
内
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

被保険者証 変更 や め る と き は い る と き 
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
 

旅
行
な
ど
で
別
個
の
保
険
証
が
ほ
 

し
い
と
き
（
長
期
間
）
 

就
学
の
た
め
区
外
に
下
宿
す
る
学
 

生
で
親
も
と
に
帰
っ
て
来
た
と
き
 

保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
よ
ご
し
 

て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
 

住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
、
続
柄
な
 

ど
が
変
わ
っ
た
と
き
 

死
亡
し
た
と
き
 

生
活
保
護
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
 

た
と
き
 

職
場
の
健
保
に
入
っ
た
と
き
 

健
保
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
と
き
 

他
地
区
へ
転
出
し
た
と
き
 

子
供
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
 

生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
と
 

曳ぐ 健
保
の
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
さ
れ
 

た
と
き
 

退
職
な
ど
で
職
場
の
健
保
を
ぬ
け
 

た
と
き
 

職
場
の
健
保
の
な
い
人
が
転
入
し
 

て
来
た
場
合
 

ガ

 r
 

被
保
険
者
 

関
係
届
 

被
保
険
者
 

関
係
届
 

"
 
"
 

被
保
険
者
 

異
動
届
 

住
民
異
動
 

届
 

r
 

"
 
"
 

被
保
険
者
 

異
動
届
 

住
民
異
動
 

届
 

届
の
種
類
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
使
え
な
く
な
っ
た
被
保
 

険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
国
保
と
健
保
の
被
保
険
 

者
証
（
又
は
資
格
証
明
書
）
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
、
 

母
子
健
康
手
帳
 

印
か
ん
、
保
護
廃
止
決
定
通
 

知
書
 

印
か
ん
、
被
扶
養
者
に
な
れ
 

な
い
理
由
の
証
明
書
 

印
か
ん
、
健
保
の
離
脱
証
明
 

書
 

印
か
ん
、
所
得
証
明
書
（
源
 

泉
徴
収
票
ま
た
は
住
民
税
の
 

決
定
通
知
書
等
）
 

準
 
備
 
す
 
る
 
も
 

の
 追加加入のときは被保険者証 

議

小

松

 
政

清

 
54 

」
熟
麟
響
ぎ
 
大
字
上
野
三
七
一
七
番
地
 

桑藁蟻驚警4

尋
三
農
 

業
 

玉

無

所

属

⑤

 

小
松
 
篤
生
 
50 

曹
一
警
畦
 
Q) 

無

所

属

①

 

●
小
松
 

保
 
44 

難
」
響
w
】
，
大
字
上
野
三
七
一
二
番
地
 

維
」
竃
警
‘
農
 

業
 

，

公

明

党

②

 

●
 
小
松
千
太
郎
 
76 

静
無
（
讐
郵
敏
‘
 
大
字
上
野
」
天
七
＋
蕃
地
の
」
一
 

麟
麟
麟
藤
会
社
代
表
取
締
役
 

‘
 
無

所

属

③

 

清
原
 
義
則
 
68 

無
麟
鵬
縛
詳
 

大
字
赤
池
二
二
九
番
地
 

感
難
警
簾
」
 

会
社
役
員
 

無

所

属

⑤

 

木
村
 
信
行
 
34 

、
畿
舞
響
「
ぎ
占
 

） 

大
字
赤
池
五
四
四
番
地
の
一
〇
 

、線」繊編曹鼻一一一）曹・」「事・ 

舞
舞
鷲
『
‘
 
会
社
役
員
 

‘

無

所

属

①

 

54
 

年
度
育
英
資
金
 

受
給
希
望
者
の
公
募
 

昭
和
五
十
四
生
毒
区
の
赤
池
町
育
英
資
 

金
を
貸
与
致
し
ま
す
の
で
、
本
」
皿
山
区
か
 

ら
新
し
く
ご
希
望
の
方
は
次
に
よ
り
お
 

申
し
下
さ
い
。
 

▽
受
給
資
格
 

o
町
内
に
一
年
以
上
在
住
す
る
も
の
 

〇
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
も
の
 

o
品
行
方
正
で
志
操
堅
実
で
在
学
校
長
 

の
推
せ
ん
す
る
も
の
 

▽
貸
与
額
と
人
員
 

〇
高
等
学
校
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
 

校
（
定
時
制
を
除
く
）
」
落
 

※
月
額
 

一
人
五
千
円
 

※
入
学
支
度
金
 

一
人
一
万
五
千
円
 

〇
大
学
（
短
大
を
含
む
）
二
名
 

※
月
額
 

一
人
一
万
円
 

※
入
学
支
度
金
 

一
人
三
万
円
 

▽
貸
与
期
間
 

貸
与
を
開
始
し
た
時
か
ら
奨
学
生
が
 

在
晋
享
り
ノ
る
学
校
の
正
期
の
修
学
期
間
 

▽
貸
与
金
の
返
還
 

卒
業
の
一
年
後
か
ら
次
表
の
と
お
り
 

貸
与
を
受
け
た
金
額
の
総
額
 

返
還
期
間
 

一
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満
 

五
年
以
内
 

一
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
 

十
年
以
内
 

▽
申
込
み
期
日
、
場
所
 

〇
6
月
1

日
圏
1
6
月
 25 

日
の
ま
で
 

o
赤
池
町
教
育
委
員
会
（
町
民
会
館
）
 

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

‘
固
赤
池
四
一
〇
〇
番
 


